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はじめに

改革開放スタートから30年、中国経済はそれまでの伝統経済及び計画経済から市場経済に着実に移行する中で、その経済構造の大きな変化と年平均約10％の高いGDP成長率で世界の注目を集めている。一方、世界銀行の統計によると、2004年の中国の二酸化炭素排出量は全世界の約17.3%を占めており、中国は世界第2位のCO2排出大国である。仮に中国が今後、現時点のGDP伸び率を維持するとすれば、エネルギー消費と環境問題は中国の経済発展にとって大きな制約要因になると考えられる。

経済構造と環境負荷の分析は、膨大なデータベースを必要とする。しかし、ライフサイクルアセスメント（LCA）手法の一つである産業連関分析を用いれば、多大な労力と時間を省くだけでなく、詳細化された部門間の関係が明らかになり、ある生産物のインベントリーを理論的に算出することも可能となる。
研究方法

本研究では中国統計年鑑と中国統計局のデータを基に、1997年と2002年の中国産業連関表から、分類が等しい34部門を選び、産業連関分析に関連する影響力係数と感応度係数を計算し、近年の中国における中核・主導産業部門を抽出した。

また、環境面の評価のため、中国エネルギー（能源）統計年鑑で採用している分類方法に従い、中国産業全体を農業（林業、水産業を含む）、工業部門、建築業、貨物運輸と郵便業、他部門の5部門に大別し、各産業部門でのCO2排出量原単位を次式により推定した。
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：ある部門への1単位の最終需要が直接・間接に誘発するCO2排出量
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:CO2排出係数のベクトル
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：単位行列
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:投入係数のベクトル
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ある部門の最終需要だけを１とするベクトル
結果と考察

産業連関分析の結果、主導・中核産業部門の殆んどが第二次産業、特に金属製錬や圧延加工業、そして電子通信機器製造業のような高度技術集約型の製造業であった。これは中国の産業構造が従来の第一次産業中心から技術集約型である第二次産業中心へ変化した事を示している。
このような産業構造の変化は環境負荷の増加を招いており、それによる経済活動への影響が懸念されている。中国では、工業部門が産業全体に占めるCO2排出量の割合が圧倒的に大きく、また、石炭がCO2排出起因の大部分を占めている。このため、中国でのCO2排出量抑制には、工業部門でのエネルギー効率向上と、エネルギー源の天然ガス等への代替で石炭依存度を低減することが望まれる。
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